40.組織適合性検査の進歩(第577回千葉医学会例会・第13回佐藤外科例会) by 大森,耕一郎 et al.
257 第577回千葉医学会例会・第13@1佐藤外科例会 
40. 組織適合性検査の進歩
大森耕一部，紅谷現蜂巣忠
柏罪英彦，中島伸之，横山健郎
橋広藤光(匡立佐倉療養所〉
入の組織遥合抗原である HLA系は絵々に解明され
つつある。現在 D，DR拭原が話題となっている。国立
佐倉療養所にて，本年9年よ!JT，B ヲンパ球に分離
せずに細抱障害試験を，二重染色盤投体法によワ実際の
検査に利用できる様になったことと併せ， HLAと腎移
植の予後について報告した。 
41. 急性前庭部胃潰蕩の考察
浜野頼色神津照雄〈長生議院〉
菅井桂雄(千大〉
我々は，最近三年開に急性前庭部胃讃蕩を12例経験し
た。急性前庭部署漬蕩の治ゆ経過を内視鏡的に stage 
I-Nの4段階の分類を試み， stage 1の段階で診斬
されることが多かった。臨床録は， 40歳以下， 50歳以上
各6併で男性に多く，主訴は，心宮部痛・塩気・曜吐が
多かった。誘留は，ストレスが約 1んを占め，治ゆ日数
は，約3513で慢性漬壌に比し短かかった。また，急性能産
部胃潰蕩発現までの経過を retrospectiveに検討した。 
42. 徴小乳癌の 2伊i
平野和哉，大久保恵司， )1村功
山鶴一馬(県立東金〉
我々辻 2例の微小乳密を経験したので報告した。 1{7"rJ
は@:径 3mmの管内性髄様腺管癌であり， 直径1.5cm
の嚢腫に近接して発見されたものであり， 1例は直窪 
5mmの浸潤性事L頭線管癌であった。これに対し定型的
乳房切断街を施行し，リンパ腺検索の結果も転移を蕗め
なかった。 
43. 胃癌iこ対する街前合併察法の検討
奥山和明，田紀克，蔀崇正
林泉輔，諌文夫〈国保成東〉
我々詰 5FUエマルジョンと MMCの Oneshot動
注の揺癌剤療法iこOK-432と PS-Kの免疫捷詮を併用
する街前合併療迭を検索例 24例で検討したところ，副
作用も余りなく，原発巣では24例中 6例の25%に，転移
リンパ節で、は46.2%に，肝転移は 2例全例に大星の組織
判定基準による Grade I以上の効果を認めたので，胃
癌の様前?こ宥効な合併療法として，主として組織学的効
果について報告した。 
44. 嫌気性プロピオニバクテリウム P. acnesの抗
麓蕩効果と放射線併用効果
轟 健浦野崇保， /j、池幸子
(筑波大臨床医学系外科)
垣元薄 (放医研臨床研究部) 
CaH/Heマウス岳然発生娘維肉腫を用いて実験した。
 
P. acnesの撞蕩増殖持制はマウス当り 0.02毘 g投与か

らみられた。 1回投与よ予多数回投与で効果が増強し

た。腫場移植の 313前，後および同時投与で効果が著明

であった。麗蕩細胞静注による醇転移形成を著明に持朝

した。その抑制は腫蕩静注の 7日前， 3日前投与で最も

著明であった。放射線治療との併用により増殖持制は相

乗的に増強した。廷命効果は誤射単独の1.4-2.2倍であ
った。 P.acnes投与によヲ腫蕩細胞の生存率は9.2%に
低下した。 
45. 食道癌における速中性子線治療お試み
石川達雄，栗語明，荒居竜雄
〈放塁研病読部)
梅垣洋一郎，笹元博(民諒床研究部)
放医研病院では1976年 1月より，サイクロトロンによ
る速中性子線治療が開始され，従来，放射線治療で無効
であった悪性腫蕩にも有用性が認められている。そこ
で，速中性子線の生物学的の特徴を考慮し，食道癌の放
射緒治療に導入する事を試みている。 1978年 12月迄に
治療を行った症例は術前照射例 3例，放射線治療単独例 
6例，計9例であるが，従来の放射線に比較し，よ歩長
い効果が認められた。 
46. 異味ある喜平滑筋肉腫の 1傍と雪肉腫11例の検
言す
西島浩，中村武(中村外科病院)
症艇は70歳男性で体重減少を主訴として来院，胃平滑
筋肉腫の診断にて胃噴円切除衝を受けた。噴問後壁に 4 
x3 x2cmの腎内型で潰壌を有する平滑筋肉腫で，内
部に議な石灰構造物が脊在した。当院最近 5年間に切除
した胃肉重症例11例について検討した結果，悪~It生ヲンパ
腫 8伊uc結締肉腫5倒・リンバ肉謹3例)，平静筋肉腫3
例であった。発生部{立法読者が前壁に多く，後者は大警
視j上部に多かった。前者は術前診新が医難であった。
